
編集後記

28いずも市議会だより 54号

議会に関してのお問い合わせは
　市議会だよりにお気づきの点がございましたらご意見をお寄せ
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少
し
早
い
で
す
が
、
今
年

は
大
変
災
害
の
多
い
年
で
し

た
。
2
月
の
豪
雪
か
ら
始
ま
り
、

４
月
の
島
根
県
西
部
地
震
・

6
月
の
大
阪
北
部
地
震
・
9

月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

が
あ
り
ま
し
た
。

　
台
風
は
、
7
号
・
12
号
・

20
号
・
21
号
・
24
号
・
25
号
と
、

日
本
中
が
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

　
以
前
に
、
元
国
土
交
通
省

の
方
か
ら
「
ほ
と
ん
ど
の
水

害
は
土
の
う
で
防
げ
ま
す
。」

と
聞
き
ま
し
た
。
た
だ
準
備

が
で
き
て
い
な
い
か
ら
災
害

に
な
り
ま
す
。

　
2
月
の
久
し
振
り
の
豪
雪

の
時
、
市
役
所
や
各
支
所
に

問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
ま
し

た
。
唯
一
佐
田
支
所
に
は
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
想
定
内
で
あ
り
準
備

が
で
き
て
い
た
の
で
す
。
1

時
間
に
1
0
0
㎜
の
豪
雨
災

害
に
対
す
る
準
備
も
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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出雲市議会ウェブサイトをご覧ください

議会の内容を日程にそってスピーディに更新しています。

議会ウォッチ、
議会カレンダー

◯会期日程
◯一般質問・施政方針質問の動画 *

閉会中の議会活動の
ようすもお伝えしています。

「よりよく しる！する！
出雲市議会」動画 *

その他のコンテンツも
盛りだくさん！

◯上程された議案、請願・陳情の概要
◯委員会での審査結果

◯本会議での採決結果

出雲市議会ウェブサイト（2018 年 2 月 新装）

URL  https://gikai.izumo-city.jp

いずも市議会だより速報
（閉会後１週間ほどで発行）

※各コミュニティセンター
や地域拠点に設置して
います。ご自由にお手
に取ってご覧ください。

※各月の放送日時は、各ケーブルテレビ局の番組表をご確認ください。

市議会の活動や市政に対する
理解を市民の皆さまに深めて
いただくために、ケーブルテレ
ビによる議会広報番組（15 分
番組）を作成し放送しています。

よりよく しる！する！ 出雲市議会
（ケーブルテレビによる議会広報番組）

最速
最新

ケーブルテレビを視聴できない方は、
こちらからご覧ください。
※過去の放送分も配信していますので、
見逃し視聴にもどうぞ。

傍聴のご案内、請願・陳情の提出方法
など
＊動画の視聴は無料ですが、パケット通信料
等については視聴者の契約内容によります。

議会の結果を、
速やかに

お知らせします。
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平成30年度

第 2 回出雲市議会（定例会）報告
　平成30年 8 月30日から 9月定例市議会が開催され、平成30年度出雲市
一般会計第 2回補正予算などの議案を議決しました。

議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののの動動動動動動動動動動動動動動動動動動きききききききききききききききききき
　 9月定例会では、「平成30年度（2018）出雲市一般会計第 2回補正予算」など予算案件
4件、「平成29年度（2017）出雲市一般会計歳入歳出決算認定について」など決算案件16件、
「地域の振興を促進するための固定資産税の課税免除等に関する条例の一部を改正する条
例」など市長提出の条例案件 8件、「工事請負契約の締結について（次期可燃ごみ処理施
設建設工事）」など一般案件 9件の議案が執行部から提案され、これらすべての議案につ
いて、原案のとおり可決しました。
　また、「人権擁護委員候補者の推薦（ 8名）」に同意したほか、1件の請願と 8件の陳情
の採決をしました。
　この他、議員提出議案として、出雲市議会議員の定数を32人から30人に改める「出雲市
議会議員定数条例の一部を改正する条例」を提出し、賛成多数で可決しました。

会期日程
開会 閉会 会期29日間平成30年(2018) 8 月30日（木） 平成30年(2018) 9 月27日（木）

8 月30日（木） 本会議（開会、議案上程・説明、採
決）、決算特別委員会

9月 3日（月） 本会議（一般質問・ 1日目）

9月 4日（火） 本会議（一般質問・ 2日目）

9月 5日（水） 本会議（一般質問・ 3日目）

9月 6日（木） 本会議（一般質問・ 4日目、追加議
案上程・説明、議案質疑、委員会付
託）、予算特別委員会、決算特別委
員会

9月 7日（金） 総務委員会・予算特別委員会総務
分科会

9月10日（月） 文教厚生委員会・予算特別委員会
文教厚生分科会

9月11日（火） 環境経済委員会・予算特別委員会
環境経済分科会

9月12日（水） 建設水道委員会・予算特別委員会
建設水道分科会

9月14日（金）  予算特別委員会

9月18日（火）  決算特別委員会（ 1日目）

9月19日（水） 決算特別委員会（ 2日目）

9月20日（木） 決算特別委員会（ 3日目）

9月25日（火） 議会改革・調査特別委員会

9月27日（木） 本会議（委員長報告・質疑、討論、
採決、閉会）

議会の動き

いずも市議会だより　54号 2



常
任
委
員
会
報
告

　

議
第
18
号
「
地
域
の
振
興
を
促
進

す
る
た
め
の
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」、
議
第
29
号
・
議
第
30

号
「
備
品
の
取
得
に
つ
い
て
」
は
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
普
通
積
載
車
5
台

と
軽
積
載
車
8
台
を
購
入
す
る
こ
と

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
審
査
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
投
票
の
利
便
性
と
若
年
層

の
投
票
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
出
雲
3
階
会
議
室
で
の

期
日
前
投
票
所
の
開
設
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
開
設
予
定
期
間

は
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
6
日
間

と
し
、
市
と
イ
オ
ン
モ
ー
ル
出
雲

が
、
選
挙
の
都
度
、
使
用
契
約
を
締

結
し
ま
す
。
設
置
に
か
か
る
概
算
経

費
は
、
シ
ス
テ
ム
改
修
・
回
線
工

事
・
投
票
箱
・
記
載
台
・
案
内
看
板

な
ど
3
5
0
万
円
で
す
。
来
年
の
県

知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙
か
ら
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。

審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、

条
例
案
件
1
件
、
一
般
案
件
2
件

　

陳
情
第
1
号
「
子
ど
も
の
医
療
費

の
負
担
軽
減
に
関
す
る
陳
情
」
は
小

学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
を
無
料

化
、
ま
た
は
自
己
負
担
額
の
上
限
設

定
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
子
育
て
支
援
の
予

算
を
年
々
増
額
さ
せ
な
が
ら
総
合
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
中
、
こ
れ
ら

を
実
施
す
る
こ
と
は
膨
大
な
財
源
が

継
続
的
に
必
要
に
な
る
こ
と
や
、
無

料
化
は
全
国
一
律
の
医
療
費
制
度
と

し
て
、
国
が
実
施
す
べ
き
と
の
考
え

か
ら
、
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。
な
お
、
一
部
の
委
員
か

ら
は
「
多
く
の
自
治
体
で
無
料
化
や

負
担
軽
減
を
実
施
し
て
い
る
。
多
方

面
か
ら
検
討
・
協
議
を
進
め
る
べ
き

と
の
考
え
か
ら
趣
旨
採
択
す
べ
き
」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
が
、入
院
に
限
定
し
、

高
校
生
ま
で
無
料
と
し
た
場
合
に
は

5
1
0
0
万
円
で
実
施
で
き
る
試
算

が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
負
担
を

要
す
る
入
院
費
に
つ
い
て
は
導
入
を

検
討
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、
こ

の
件
に
つ
い
て
は
全
委
員
の
賛
同
が

あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、

条
例
案
件
4
件
、
請
願
1
件
、

陳
情
7
件

陳
情
第
1
号
は
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定

文
教
厚
生
委
員
会

選
挙
期
日
前
投
票
所
を
イ
オ
ン
モ
ー
ル
出
雲
で
開
設

総
務
委
員
会

委員会報告

文教厚生委員会の審査のようす

いずも市議会だより　54号3



　

環
境
経
済
委
員
会
に
審
査
の
付
託

さ
れ
た
案
件
は
、
審
査
の
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
お
よ
び

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

議
第
26
号
「
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
（
次
期
可
燃
ご
み
処

理
施
設
建
設
工
事
）」
は
契
約
相
手

が
J
F
E
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株

式
会
社
中
国
支
店
で
契
約
金
額
は
、

1
6
8
億
4
2
6
0
万
円
で
す
。
な

お
、
運
営
業
務
委
託
契
約
は
エ
コ

サ
ー
ビ
ス
出
雲
株
式
会
社
と
20
年
間

で
1
0
2
億
4
3
8
0
万
円
で
す
。

運
営
期
間
は
平
成
34
年
4
月
1
日
か

ら
20
年
間
で
す
。

　

議
第
31
号
「
建
物
の
減
額
譲
渡
に

つ
い
て
（
多
伎
い
ち
じ
く
温
泉
）」

は
出
雲
市
行
財
政
改
革
大
綱
お
よ
び

出
雲
市
公
共
施
設
の
あ
り
方
指
針
に

基
づ
い
て
、
多
伎
い
ち
じ
く
温
泉
を

民
間
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。
建
物
の

譲
渡
予
定
価
格
は
17
万
円
で
す
。
委

員
か
ら
は
「
泉
源
が
譲
渡
対
象
と

な
っ
て
い
る
が
他
の
譲
渡
し
た
温
泉

施
設
も
同
様
か
」
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
執
行
部
か
ら
は
「
泉
源
が
そ

の
施
設
の
み
に
供
給
し
て
い
る
場
合

は
セ
ッ
ト
で
譲
渡
す
る
」
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、

条
例
案
件
2
件
、一
般
案
件
4
件
、

陳
情
1
件

次
期
可
燃
ご
み
処
理
施
設
工
事
請
負
契
約
締
結
の
議
案
を

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

環
境
経
済
委
員
会

　

議
第
19
号
「
出
雲
市
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
建

築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
同

法
の
規
定
に
基
づ
く
新
た
な
事
務
に

か
か
る
手
数
料
を
定
め
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

議
第
33
号
「
市
道
路
線
の
廃
止
に

つ
い
て
」
は
、
大
社
地
区
の
市
道
本

郷
3
号
線
を
、
宅
地
造
成
に
伴
い
終

点
を
変
更
し
た
う
え
で
再
認
定
す
る

た
め
、
一
旦
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

議
第
34
号
「
市
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て
」
は
、
市
道
神
門
3
2
1
号

線
を
、
宅
地
造
成
に
伴
い
道
路
が
整

備
さ
れ
た
た
め
認
定
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
大
社
地
区
の
市
道
本
郷

3
号
線
を
、
議
第
33
号
に
よ
り
一
旦

廃
止
し
、
終
点
を
変
更
し
て
再
認
定

す
る
も
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、

条
例
案
件
1
件
、
一
般
案
件
2
件

出
雲
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定

建
設
水
道
委
員
会

委員会報告

民間譲渡される多伎いちじく温泉

新規認定された市道神門321号線

いずも市議会だより　54号 4



　

9
月
6
日
に
補
正
予
算
全
体
に
対

す
る
総
括
質
疑
を
行
う
と
と
も
に
、

付
託
議
案
に
つ
い
て
、
詳
細
な
審
査

を
行
う
た
め
、4
分
科
会
を
設
置
し
、

分
担
し
て
審
査
を
行
う
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。
7
日
に
総
務
、
10
日
に

文
教
厚
生
、
11
日
に
環
境
経
済
、
12

日
に
建
設
水
道
の
各
分
科
会
を
開
催

し
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
14
日
に
再
び
委

員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
長
か
ら

報
告
を
受
け
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

　

議
第
14
号「
平
成
30
年
度（
2
0
1
8
）

出
雲
市
一
般
会
計
第
2
回
補
正
予

算
」
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正

と
し
て
9
億
3
3
0
0
万
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を
7
8
3
億

2
6
0
0
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
総

務
費
は
、
平
成
29
年
度
決
算
に
伴

う
剰
余
金
の
一
部
の
減
債
基
金
へ

の
積
み
立
て
6
億
5
0
0
0
万
円

や
、
平
成
31
年
5
月
1
日
の
元
号
改

正
に
向
け
て
の
各
種
シ
ス
テ
ム
改

修
費
1
2
4
0
万
円
な
ど
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
民
生
費
は
、
介

護
保
険
施
設
整
備
に
対
す
る
補
助

金
1
億
2
8
0
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。
農
林
水
産
業
費
は
、

畜
産
競
争
力
強
化
を
目
的
と
す

る
堆た
い

肥ひ

舎し
ゃ

整
備
に
対
す
る
補
助
金

4
4
0
0
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
商
工
費
は
、
出
雲
市
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
振
興
計
画
に
基
づ

く
企
業
実
態
調
査
費
5
5
0
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
木
費

は
、
除
雪
対
策
費
3
4
0
万
円
お
よ

び
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

2
7
9
1
万
4
0
0
0
円
の
追
加

が
、
教
育
費
は
、
急
増
す
る
帰
国
・

外
国
籍
児
童
に
対
す
る
支
援
事
業
費

3
8
5
万
円
な
ど
が
、
災
害
復
旧
費

は
、
本
年
7
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
災

し
た
農
地
お
よ
び
農
業
用
施
設
、
林

道
・
市
道
の
復
旧
費
6
2
0
0
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
第
15
号「
平
成
30
年
度（
2
0
1
8
）

出
雲
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
第
1
回
補
正
予
算
」
は
、
平
成
30

年
度
県
納
付
金
の
確
定
に
伴
う
増

1
1
1
0
万
8
0
0
0
円
及
び
、
平

成
29
年
度
事
業
費
の
確
定
に
伴
い
ま

す
国
・
県
・
支
払
基
金
へ
の
返
還
金

2
億
5
8
9
万
2
0
0
0
円
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
に
対
し
、
委
員
会
で
の
指
摘
や

意
見
を
踏
ま
え
、
適
切
な
予
算
執
行

を
要
望
し
ま
し
た
。

審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
1
件
、
特
別

会
計
補
正
予
算
2
件
、
病
院
事
業

会
計
1
件
の
合
計
4
件

出
雲
市
一
般
会
計
第
2
回
補
正
予
算
な
ど
を

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

予
算
特
別
委
員
会

委員会報告

予算特別委員会の流れ

予算特別委員会の全体会（３２人）
（予算全体に対する総括質疑）

総務分科会 文教厚生分科会 環境経済分科会 建設水道分科会
（８人） （８人） （８人） （８人）
（各分科会で各所管部局の予算を分担して審査）

予算特別委員会の全体会（３２人）
（各分科会長報告・質疑）

採　決

【予算総括】　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会計名 補正前予算額 補正予算額 計

一般会計 77,393,000 933,000 78,326,000

特
別
会
計

国民健康保険事業 17,240,000 217,000 17,457,000

国保橋波診療所事業 10,600 10,600

診療所事業 90,000 90,000

後期高齢者医療事業 3,911,000 3,911,000

介護保険事業 18,667,000 130,400 18,797,400

下水道事業 6,571,000 6,571,000

農業・漁業集落排水事業 2,512,000 2,512,000

浄化槽設置事業 143,000 143,000

風力発電事業 34,900 34,900

ご縁ネット事業 73,600 73,600

高野令一育英奨学事業 2,700 2,700

廃棄物発電事業 35,000 35,000

計 49,290,800 347,400 49,638,200

合計 126,683,800 1,280,400 127,964,200
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決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
9
月
18

日
か
ら
3
日
間
、
一
般
会
計
と
13
件

の
特
別
会
計
、
2
件
の
企
業
会
計
、

1
件
の
決
算
関
連
議
案
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
長
岡
市
政
3
期

目
の
初
年
度
で
あ
り
、「
げ
ん
き
、

や
さ
し
さ
、
し
あ
わ
せ
あ
ふ
れ
る
縁

結
び
の
ま
ち　

出
雲
」
の
実
現
に
向

け
編
成
さ
れ
た
各
事
業
予
算
が
、
適

正
か
つ
有
効
に
執
行
さ
れ
た
か
、
効

果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ

た
決
算
総
額
は
、
翌
年
度
へ
繰
り
越

す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
が
23
億
4
9
5
7
万
円
の
黒
字

で
し
た
。
地
方
債
残
高
は
、
前
年
度

末
よ
り
も
1
2
4
億
5
千
万
円
減
少

し
ま
し
た
。
財
政
基
盤
の
強
さ
を
示

す
財
政
力
指
数
は
0
・
5
2
8
、
実

質
公
債
費
比
率
は
16
・
6
％
、
将
来

負
担
比
率
は
1
6
5
・
4
％
と
、
い

ず
れ
も
改
善
し
て
お
り
、
財
政
健
全

化
に
対
す
る
努
力
の
成
果
が
表
れ
て

い
る
と
言
え
る
内
容
で
し
た
。
し
か

し
、
高
齢
化
の
進
展
や
子
育
て
支
援

の
充
実
な
ど
に
よ
る
扶
助
費
の
増

加
、
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

示
す
経
常
収
支
比
率
は
91
・
7
％
と
、

依
然
と
し
て
政
策
的
に
使
え
る
お
金

の
自
由
度
は
低
い
状
況
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、す
べ
て
の
案
件
を
、

全
会
一
致
で
認
定
ま
た
は
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
が
、
委
員

か
ら
は
、「
出
雲
市
立
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
の
収
支
改
善
に
つ
い
て
緊
張

感
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
」、「
人

口
減
少
著
し
い
周
辺
部
へ
の
集
落
支

援
事
業
、
農
林
水
産
業
の
一
層
の
振

興
を
求
め
る
」、「
不
納
欠
損
額
の
増

大
に
は
企
業
の
倒
産
や
事
業
縮
小
な

ど
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
企

業
支
援
や
雇
用
対
策
の
推
進
が
必
要

で
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

平
成
30
年
度
は
「
出
雲
市
財
政
計

画
」
見
直
し
の
年
度
で
す
。
引
き
続

き
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組

み
が
必
要
な
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

重
点
目
標
で
あ
る
「
若
者
が
定
着
す

る
出
雲
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
出
雲
、
魅
力
に
あ
ふ

れ
多
く
の
人
が
訪
れ
る
出
雲
」
の
実

現
を
目
指
し
、
限
ら
れ
た
予
算
の
適

正
で
効
率
的
な
執
行
を
求
め
ま
し

た
。

審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、

14
件
の
平
成
29
年
度
歳
入
歳
出
決

算
認
定
、
2
件
の
平
成
29
年
度
企

業
会
計
決
算
認
定
お
よ
び
決
算
関

連
議
案
1
件
の
合
計
17
件

平
成
29
年
度
決
算
す
べ
て
を
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

決
算
特
別
委
員
会

決算特別委員会が設置されました決算特別委員会が設置されました
　9月 6 日の本会議において、各決算案件
を審査するため、15 名の委員で構成する決
算特別委員会が設置されました。

委員会報告

委 員 長 板垣　成二

副委員長 神門　　至

委 員 山内　英司

委 員 川光　秀昭

委 員 児玉　俊雄

委 員 錦織　　稔

委 員 岸　　道三

委 員 寺本　淳一

委 員 福島　孝雄

委 員 大場　利信

委 員 伊藤　繁満

委 員 保科　孝充

委 員 板倉　明弘

委 員 宮本　　享

委 員 長廻　利行

決算特別委員会審査のようす
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委員会報告

議
員
と
し
て
の
「
代
表
焼
香
」

お
よ
び
「
弔
電
」
辞
退
し
ま
す
。

　

出
雲
市
議
会
で
は
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
市

議
会
議
員
と
し
て
の
「
参
列
者
代
表
焼
香
」
は

辞
退
し
、「
弔
電
」
は
送
ら
な
い
こ
と
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
代
表
焼
香
に
は
、
各
宗
派
な
ど
に
お
け
る
同
様
の
行
為

も
含
み
ま
す
。

用語の説明用語の説明
   
地方債
地方公共団体が投資的事業等を実施する場合に、長期的に借
り入れる資金のことです。
  
財政力指数
地方公共団体の財政力の強弱を表す指標のことです。指数が
高いほどその団体は財源に余裕があると言えます。平成 28年
度決算における島根県内の市町村平均は 0.384、全国の市区
町村平均は 0.500。  

実質公債費比率
標準的な財政規模に対する公債費の財政負担の程度を示すも
のです。18%以上となると起債にあたり総務大臣等の許可が
必要となり、25%以上の団体については、一定の地方債の起
債が制限されるとともに、「財政健全化計画」の策定が義務付
けられます。平成 28年度決算における島根県内の市町村平均
は 14.0、全国の市区町村平均は 6.9。   

将来負担比率
一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の標準的な財政
規模に対する比率で、将来の財政を圧迫する可能性が高いか
どうかを示すものです。350%以上の団体については「財政
健全化計画」の策定が義務付けられます。平成 28 年度決算に
おける島根県内の市町村平均は 118.2、全国の市区町村平均
は 34.5。

経常収支比率
地方公共団体の財政構造の弾力性を表す指標のことです。比
率が低いほどその団体は財政にゆとりがあって、その団体独
自の施策に使える財源があると言えます。平成 28年度決算に
おける島根県内の市町村平均は 91.5%、全国の市区町村平均
は 92.5%。

H29 H28 H27

地方債残高 1,720.2 億円 1,844.7 億円 1,927.8 億円

財政力指数（3カ年） 0.528 0.516 0.506

実質公債費比率 16.6% 17.2% 18.2%

将来負担比率　 165.4% 167.2% 176.9%

経常収支比率　 91.7% 91.3% 88.7%

※地方債残高は、一般会計と特別会計を合計したものです。

扶助費とは・・・社会保障制度の一環として、生活困窮者、高齢者、児童、障がい者等
に対して行う各種支援に要する経費です。

増え続ける扶助費

秘書等が代理で
出席する場合の
結婚祝

町内会の集会・
旅行等の催物への
寸志・飲食物の
差入

病気見舞

入学祝・卒業祝

地域の運動会・
スポーツ大会への
飲食物等の差入

葬儀の花輪・
供花

お祭りへの
寄附・差入

お歳暮・お年賀

秘書等が代理で
出席する場合の
葬儀の香典

みんなで徹底しよう

三ない運動
贈らない !

求めない ! 受け
取らない !

これらのものも、政治家の寄附禁止の
対象となります。

壽

御
香
典

壽

落成式・
開店祝等の
花輪 祝

議
員
は
、

一
部
の
例
外
を
除
い
て
、

選
挙
区
内
の
人
に

対
し
て
の
寄
附
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
雲
市
議
会
で
は
、
本
会
議
お

よ
び
委
員
会
は
、
原
則
公
開
し
て

い
ま
す
。（
た
だ
し
、
議
長
お
よ
び

委
員
長
の
判
断
に
よ
り
非
公
開
と

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

当
日
、
議
場
（
委
員
会
室
）
前

の
傍
聴
受
付
で
、
傍
聴
受
付
簿
に

住
所
、
氏
名
を
書
い
て
い
た
だ
く

だ
け
で
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

傍
聴
席
は
、
議
場
60
席
、
委
員

会
室
10
席
程
度
あ
り
ま
す
。
事
前

の
連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
場

合
に
は
、
出
雲
市
議
会
事
務
局
ま

で
あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

託
児
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

本
会
議
・
委
員
会
を
傍
聴
さ
れ

る
間
、
お
子
さ
ま
を
お
預
か
り
す

る
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　

託
児
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

原
則
と
し
て
希
望
日
の
1
週
間

前
ま
で
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ
お
た

ず
ね
い
た
だ
く
か
、
市
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

170.5億円

166.4億円

162.3億円

0

160

165

170

175
単位:億円
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出雲市議会議員の定数を
32人から30人に削減する条例を可決

―定数削減は次の出雲市議会議員一般選挙から実施―

　議員定数は平成24年度第 2回定例会におきま
して、斐川町との合併後、40人であった定数を
32人とする条例が可決され、現在に至っており
ます。
　その後、議員定数について改選前の議会にお
いて、平成28年 3 月より設置された議会改革・
調査特別委員会で議論が行われたところであり
ますが、一致した意見とは至らず、今後さらな
る検討を行い、議論を深めていく必要があると
の最終報告がありました。
　この改選前の特別委員会において行われた調
査・研究に加え、平成29年度に新たに設置され
た特別委員会では、出雲市議会基本条例に定め

られた議会およ
び議員の役割を
踏まえ、調査・
研究を行いまし
た。人口・面積
などの自治体規
模や常任委員会
における適切な
審議に必要な委員数などを総合的に勘案し、検
討した結果、一定の算出根拠を基に30人が適正
な議員定数であるという意見が委員の多数を占
めたことから、現在の定数を 2減の30人とする
条例を提案することにしたところであります。

　特別委員会では、平成28年度中にとりまとめ
た議員定数のあり方を踏まえ、更に議論を重ね、
市民に説明のつく根拠に基づいた議員定数につ
いて委員会で整理を行いました。
　平成29年度から始まった当委員会で、市民と
の対話を行いたいという考えがあったことから、
自治協会、経済団体、福祉団体の代表者を参考
人として招致し、意見を伺いました。その後、
各会派の意見を取りまとめたうえで、議員定数
を「 2減」とする委員長案を提示し、意見集約
を行いました。
　委員長案では、検討してきた論点・視点が出
雲市議会の議員定数の根拠として合理性を持つ
のか、また、分権時代に必要な議員の役割・機
能をこれまでの議論や議会基本条例から読み取
り、整理を行いました。現状においての議員定
数の考え方は、出雲市特有の面積要件などを勘
案し、一定のコミュニティに 1人の議員を配置
できる数を導く“代表制”と常任委員会の委員
数を算出根拠とする“合議制”の観点から整理
を行ったところ、“代表制”から30人、“合議制”
から28人～ 32人とする結果になりました。この

ことから一旦は
“合議制”を優先
し、定数を29人
とすべしといっ
た意見が大勢を
占めましたが、
最終的には代表
制機能の充実を
図る必要があるとの意見や参考人の意見を踏ま
えたうえで、“代表制”を優先する各会派の意見
が多数を占めることとなり、適正な議員定数を
30人としました。
　次に、議第35号「出雲市議会議員定数条例の
一部を改正する条例」についての審査結果の報
告をします。本議案は本市議会の議員定数を32
人から30人に改めるものであり、原案のとおり
可決するものと決定しました。なお、反対意見
として「市民への説明プロセスが明確になって
いない。」「継続審査にすべきである」「議員数
の減少は意思反映機能の低下を招くのではない
か。」などの意見がありました。

委員会報告

提案理由を説明する板倉一郎議員

報告をする多々納委員長

板倉一郎議員による提案理由説明

議会改革・調査特別委員会　多々納委員長による中間報告と審査結果報告
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議会活動・会期日程

平成30年度　12 月定例市議会　会期日程（案）

今後の本会議および委員会の開催予定

12 月 3 日（月） 本会議（開会、議案上程・説明）

　　 5 日（水） 本会議（一般質問・1日目）

　　 6 日（木） 本会議（一般質問・2日目）

　　 7 日（金） 本会議（一般質問・3日目）

　　10 日（月） 本会議（一般質問・4 日目、議案質疑、

委員会付託）、予算特別委員会

　　11 日（火） 総務委員会・予算特別委員会総務分科会

　　12 日（水） 文教厚生委員会・予算特別委員会文教厚

生分科会

※一般質問を行う議員数により、12月10日の日程が12月 7 日に繰り上がり、12月10日は開催されないことがあります。

　　13 日（木） 環境経済委員会・予算特別委員会環境経

済分科会

　　14 日（金） 建設水道委員会・予算特別委員会建設水

道分科会

　　18 日（火） 予算特別委員会

　　20 日（木） 本会議（委員長報告、質疑、討論、採決、

閉会）

議会活動（平成30年 8 月11日～平成30年11月10日に開催された会議）

8月21日(火) 広報広聴調査 ･推進委員会
　　23日(木) 議会運営委員会､議会改革･調査特別委員会
　　27日(月) 全国市議会議長会第136回国会対策委員会
　　28日(火) 総合交通対策特別委員会
　　30日(木) 理事会､ 議会運営委員会､ 全員協議会､

議会改革 ･調査特別委員会
9月 5日(水) 議会運営委員会
　　 6日(木) 議会広報誌編集委員会
　　11日(火) 環境経済委員会
　　14日(金) 理事会
　　15日(土) 地域医療福祉協議会視察調査
　　27日(木) 議会運営委員会、全員協議会、理事会
　　28日(金) 農政議員連盟
10月 3 日(水) 観光･コンベンション調査特別委員会視

察調査
　　 4日(木) 島根県市議会議長会 秋季定期総会
　　 9日(火) 議会運営委員会､ 広報広聴調査 ･推進委

員会
　　10日(水) ～ 12日(金)
 観光 ･コンベンション調査特別委員会視

察調査
　　11日(木) ～ 12日(金)
 全国都市問題研究会
　　14日(日)  芸術文化振興議員連盟

　　15日(月) 議会広報誌編集委員会、斐伊川・神戸川
沿川対策協議会

　　16日(火) ～ 17日(水) 
 自治体病院経営都市議会協議会  正副会

長 ･監事 ･相談役会議
　　17日(水) 全国民間空港所在都市議会協議会 第94

回臨時総会
　　19日(金) 新内藤川 ･赤川対策協議会
　　22日(月) 堀川水系対策協議会､ 議会広報誌編集委員会
　　23日(火) 水産 ･漁業対策協議会
　　24日(水) 全国高速自動車道市議会協議会  第 1回

理事会
　　26日(金) 建設水道委員会
　　29日(月) ～ 31日(水)
 総合交通対策特別委員会視察調査､ 原子

力発電 ･エネルギー政策調査特別委員会 
視察調査

11月 1 日(木) 第14回地域医療政策セミナー
　　 2日(金) 議会運営委員会､ 理事会､ 全員協議会､

広報広聴調査･推進委員会
　　 5日(月) 島根県東部四市議会議員交流会
　　 6日(火) 観光 ･コンベンション調査特別委員会、

文教厚生委員会
　　 7日(水) 議会改革 ･調査特別委員会
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採決の結果

議案等の審査付託先委員会における審査結果に対する賛否状況の一覧です。議長は採決には
加わりません。『賛』…賛成、『反』…反対、『－』…欠席・棄権、『除斥』…議案と一定の利害関
係を有する議員は、採決の際に退席することになっています。
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議 第 14 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議　

長

議 第 15 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 16 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 17 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 18 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 19 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 20 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 21 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 22 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 23 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 24 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議 第 25 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議 第 26 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 27 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 28 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 29 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 30 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 31 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 32 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 33 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 34 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
議 第 35 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
認 第 1 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
認 第 2 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
認 第 3 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
認 第 4 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
認 第 5 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
認 第 6 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
認 第 7 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
認 第 8 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
認 第 9 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
認 第 10 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
認 第 11 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
認 第 12 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
認 第 13 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
認 第 14 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
認 第 15 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
認 第 16 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

諮 第　1 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

請 願 第 4 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
陳 情 第 1 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
陳 情 第 2 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
陳 情 第 3 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
陳 情 第 4 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
陳 情 第 5 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
陳 情 第 6 号 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
陳 情 第 7 号 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 除

斥賛 賛 賛 賛 賛 賛
陳 情 第 8 号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
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採決の結果

平成 30 年度
第 2回出雲市議会（定例会）

番　号 件　　   名 付託委員会 採決結果 賛成
反
対

議 第 14 号 平成 30 年度（2018）出雲市一般会計第 2回補正予算 予算特別委員会 原 案 可 決 31 0
議 第 15 号 平成 30 年度（2018）出雲市国民健康保険事業特別会計第 1回補正予算 予算特別委員会 原 案 可 決 31 0
議 第 16 号 平成 30 年度（2018）出雲市介護保険事業特別会計第 1回補正予算 予算特別委員会 原 案 可 決 31 0
議 第 17 号 平成 30 年度（2018）出雲市病院事業会計第 1回補正予算 予算特別委員会 原 案 可 決 31 0
議 第 18 号 地域の振興を促進するための固定資産税の課税免除等に関する条例の一部を改正する条例 総 務 委 員 会 原 案 可 決 31 0
議 第 19 号 出雲市手数料条例の一部を改正する条例 建設水道委員会 原 案 可 決 31 0
議 第 20 号 出雲市介護保険条例の一部を改正する条例 文教厚生委員会 原 案 可 決 31 0
議 第 21 号 出雲市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 文教厚生委員会 原 案 可 決 30 1
議 第 22 号 出雲市ご縁広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 環境経済委員会 原 案 可 決 30 1
議 第 23 号 出雲市立保育所設置条例及び出雲市立幼稚園条例の一部を改正する条例 文教厚生委員会 原 案 可 決 31 0
議 第 24 号 出雲市湖陵デイサービスセンターの設置及び管理に関する条例を廃止する条例 文教厚生委員会 原 案 可 決 30 1

議 第 25 号 出雲市多伎いちじく温泉運営基金設置条例及び出雲市多伎いちじく温泉利用
施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例 環境経済委員会 原 案 可 決 30 1

議 第 26 号 工事請負契約の締結について（次期可燃ごみ処理施設建設工事） 環境経済委員会 原 案 可 決 30 1
議 第 27 号 工事請負契約の締結について（古志 86 号線外道路改良工事（3工区）） 環境経済委員会 原 案 可 決 31 0
議 第 28 号 工事請負契約の締結について（古志 86 号線外道路改良工事（6工区）） 環境経済委員会 原 案 可 決 31 0
議 第 29 号 備品の取得について（小型動力ポンプ普通積載車） 総 務 委 員 会 原 案 可 決 31 0
議 第 30 号 備品の取得について（小型動力ポンプ軽積載車） 総 務 委 員 会 原 案 可 決 31 0
議 第 31 号 建物の減額譲渡について（多伎いちじく温泉） 環境経済委員会 原 案 可 決 30 1
議 第 32 号 平成 29 年度（2017）出雲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 決算特別委員会 原 案 可 決 31 0
議 第 33 号 市道路線の廃止について 建設水道委員会 原 案 可 決 31 0
議 第 34 号 市道路線の認定について 建設水道委員会 原 案 可 決 31 0
議 第 35 号 出雲市議会議員定数条例の一部を改正する条例 議会改革・調査特別委員会 原 案 可 決 30 1
認 第 1 号 平成 29 年度（2017）出雲市一般会計歳入歳出決算認定について 決算特別委員会 認 　 定 30 1
認 第 2 号 平成 29 年度（2017）出雲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別委員会 認 　 定 30 1
認 第 3 号 平成 29 年度（2017）出雲市国民健康保険橋波診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別委員会 認 　 定 31 0
認 第 4 号 平成 29 年度（2017）出雲市診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別委員会 認 　 定 31 0
認 第 5 号 平成 29 年度（2017）出雲市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別委員会 認 　 定 30 1
認 第 6 号 平成 29 年度（2017）出雲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別委員会 認 　 定 30 1
認 第 7 号 平成 29 年度（2017）出雲市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別委員会 認 　 定 31 0
認 第 8 号 平成 29 年度（2017）出雲市農業・漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別委員会 認 　 定 31 0
認 第 9 号 平成 29 年度（2017）出雲市浄化槽設置事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別委員会 認 　 定 31 0
認 第 10 号 平成 29 年度（2017）出雲市風力発電事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別委員会 認 　 定 31 0
認 第 11 号 平成 29 年度（2017）出雲市ご縁ネット事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別委員会 認 　 定 31 0
認 第 12 号 平成 29 年度（2017）出雲市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別委員会 認 　 定 31 0
認 第 13 号 平成 29 年度（2017）出雲市高野令一育英奨学事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別委員会 認 　 定 31 0
認 第 14 号 平成 29 年度（2017）出雲市廃棄物発電事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別委員会 認 　 定 31 0
認 第 15 号 平成 29 年度（2017）出雲市水道事業会計決算認定について 決算特別委員会 認 　 定 31 0
認 第 16 号 平成 29 年度（2017）出雲市病院事業会計決算認定について 決算特別委員会 認 　 定 30 1

諮 第　1 号 人権擁護委員候補者につき意見を求めることについて（木村智江氏、若築俊寿氏、
上代恵子氏、竹原晃彦氏、金山孝治氏、板垣正樹氏、安食博文氏、藤岡由理子氏） ― 同 　 意 31 0

請 願 第 4 号 2019 年度（平成 31 年度）私立認可保育所（園）認定子ども園関係予算等についての請願 文教厚生委員会 趣 旨 採 択 31 0
陳 情 第 1 号 子どもの医療費の負担軽減に関する陳情 文教厚生委員会 不 採 択 27 4
陳 情 第 2 号 任意予防接種費用（インフルエンザ、おたふくかぜ、ロタウイルス）の公費助成を求める陳情 文教厚生委員会 趣 旨 採 択 30 1
陳 情 第 3 号 多子保育家庭の同一保育施設優先入所制度構築の陳情 文教厚生委員会 趣 旨 採 択 30 1
陳 情 第 4 号 夜間・休日診療の充実に関する陳情 文教厚生委員会 不 採 択 30 1
陳 情 第 5 号 病児、病後児保育施設の充実に関する陳情 文教厚生委員会 趣 旨 採 択 30 1
陳 情 第 6 号 出雲市新体育館の建設に関する陳情 文教厚生委員会 不 採 択 29 2
陳 情 第 7 号 出雲市農業振興施策確立に関する陳情 環境経済委員会 採 　 択 30 0
陳 情 第 8 号 新体育館の建設場所選定の再検討を求める陳情 文教厚生委員会 不 採 択 30 1
※陳情第 1号、陳情第 4号、陳情第 6号、陳情第 8号の「賛成・反対」は、同陳情を「不採択」とした文教厚生委員会の報告に対する賛成・反対を表しています。
※付託委員会欄の「―」は、委員会への付託を省略したことを表しています。
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請願・陳情

請願・陳情の採決結果

【請　願】
番号 件　　名 提　出　者 採決結果

4
2019 年度（平成31年度）私立認可
保育所（園）認定子ども園関係予算
等についての請願

出雲市大津町 
出雲市私立認可保育所（園）
理事長会
会長　原　成充　他 1名

　　　　　　に
全員賛成
趣旨採択

【陳　情】
番号 件　　名 提　出　者 採決結果

1

子どもの医療費の負担軽減に関する陳情

出雲市大津新崎町 
出雲市認可保育所（園）
保護者会連合会
会長　橋崎　智弥

　　　　　　に
賛成多数

なぜ不採択
　子育て支援について、年々予算を増額させながら総合的に取り組まれている中、
小学校卒業までの医療費無料化、又は一人当たりの自己負担額の上限設定を実施
することは、さらに膨大な財源が継続的に必要になる。医療費の無料化は、全国
一律の医療費制度として、原則、国が実施すべきであるとの考えから。

2
任意予防接種費用（インフルエンザ、
おたふくかぜ、ロタウイルス）の公費
助成を求める陳情

出雲市大津新崎町
出雲市認可保育所（園）
保護者会連合会
会長　橋崎　智弥

　　　　　　に
賛成多数

3
多子保育家庭の同一保育施設優先入所
制度構築の陳情

出雲市大津新崎町
出雲市認可保育所（園）
保護者会連合会
会長　橋崎　智弥

　　　　　　に
賛成多数

4

夜間・休日診療の充実に関する陳情

出雲市大津新崎町
出雲市認可保育所（園）
保護者会連合会
会長　橋崎　智弥

　　　　　　に
賛成多数

なぜ不採択 　医師の高齢化、小児科医師の減少など、現状維持に苦慮されているなか、これ
以上の拡充は困難であるため。

5
病児、病後児保育施設の充実に関する
陳情

出雲市大津新崎町
出雲市認可保育所（園）
保護者会連合会
会長　橋崎　智弥

　　　　　　に
賛成多数

不 採 択

趣旨採択

趣旨採択

不 採 択

趣旨採択
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請願・陳情

番号 件　　名 提　出　者 採決結果

6

出雲市新体育館の建設に関する陳情
出雲市浜町
高松自治協会　
会長代行　広戸　悦子

　　　　　　に
賛成多数

なぜ不採択

　新体育館建設については、度重なる説明がされてきたところであり、今後、スポー
ツ振興審議会への諮問などにおいて、規模、機能について協議すべき段階である
こと、また、第一義的には、市民のスポーツ活動拠点としての体育館を建設する
ものであり、体育館本来の機能を重視した考えであること、避難所など特定の考
えに偏るのは体育館本来の機能を失うおそれがあること、さらに、今後も手順を
踏んでしっかりと対応する予定であることなどから。

7 出雲市農業振興施策確立に関する陳情
出雲市今市町
出雲市農政会議　
会長　安達　富治　他１名

　　　　　　に
全員賛成

8

新体育館の建設場所選定の再検討を求
める陳情

出雲市大津新崎町　
森山　哲郎

　　　　　　に
賛成多数

なぜ不採択
　陳情第 6号と同様に、平成29年度 3月議会から随時建設候補地について
説明を受けるなか、これまでの市執行部の決定、説明を尊重すべきと判断
したため。

不 採 択

採 択

不 採 択

　請願・陳情は、皆さまの意見・要望を市政に反映させる重要な制
度です。この制度によりどなたでも、市議会に直接要望することが
できます。
　請願は出雲市議会議員が1名以上紹介議員となることが必要です。
陳情は紹介議員は必要ありません。
　請願と陳情の審査は、基本的に同じ取扱いとし、所管の常任委員
会で審査した後に、本会議で結論を出します。（ただし、国などへ意
見書を提出してほしい場合は、請願のみ受け付けることとしています。）
　定例会ごとに提出締切があります。詳細は議会事務局議事係（TEL
21－6579）にお尋ねいただくか、市議会ウェブサイトをご覧ください。

◆提出時に留意していただきたいこと
○必ず日本語で、次の点を記載してください。（内容を表す件名、要
旨、内容、提出年月日、代表の方の住所、氏名、押印、電話番号）
○請願の場合は、紹介議員の署名または記名押印が必要です。
○提出部数は、1部です。
○請願や陳情の審議結果については、提出者にお知らせします。
○提出された請願書・陳情書の内容、提出者（2人以上の場合は代表者）の氏名（名称）と住所（所在地）
は、公表されますので、あらかじめご了承ください。

請 願 ･ 陳 情 の ご 案 内請 願 ･ 陳 情 の ご 案 内

書 式 例 
請願書（陳情書）

年 月 日 
出雲市議会議長 様 
     請願者（陳情者） 
      代表者 住所 
          氏名     印 
          電話  －  
        紹介議員 
          氏名     印 
○○○○○○○に関する請願（陳情） 

要旨                 
内容
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一般質問

市政のここが聞きたい 一 般 質 問
　 9月定例市議会では 24 人の議員がそれぞれ以下の項目について質問を行いました。1人 1 問ずつ
選んで（◎印のもの）掲載しています。なお、原稿は質問した議員自身が要旨をまとめたものです。
　各項目は、一般質問通告一覧表に記載された項目です。

伊藤　繁満　議員 （15ページ）

◎次世代農業の展開と持続可能な農村社会について伺う

錦織　　稔　議員 （15ページ）

・障がい者のスポーツ活動の推進について
◎水害時の避難計画について

岸　　道三　議員 （16ページ）

◎公共施設の更新問題に対する取り組みについて
・交流人口 1200 万人確保に向けた現状と課題について

飯塚　俊之　議員 （16ページ）

◎空き校舎（校庭、体育館を含む）の利活用について

多々納剛人　議員 （17ページ）

・災害時の要支援者の支援体制整備の進捗状況
◎農業・農村がもつ魅力と定住対策

板倉　明弘　議員 （17ページ）

◎学校を取り巻く課題について

勝部　順子　議員 （18ページ）

◎災害対応型カップ式自動販売機、設置について
・市内の教育現場のエアコン設置の現状と、今後の
取り組みについて

福島　孝雄　議員 （18ページ）

◎危険ため池の防災対策について
・マイナンバーカードの普及について

玉木　　満　議員 （19ページ）

・空家の増加を防ぐ対策は
◎成年年齢の引き下げによる影響

後藤　由美　議員 （19ページ）

◎災害時の「被災者生活再建支援金制度」の拡充に
ついて
・「防災ハザードマップ」の周知徹底について
・学校の熱中症対策とプール改修について

大場　利信　議員 （20ページ）

◎小学校の普通教室へのエアコンの早期完全設置に
ついて
・ミュージカル「あいと地球と競売人」の出雲市で
の実施について

西村　　亮　議員 （20ページ）

◎有害鳥獣対策と今後の課題

児玉　俊雄　議員 （21ページ）

◎地籍調査の促進について
・公共施設の有効活用について

大谷　良治　議員 （21ページ）

◎ヘルプマークについて
・移植医療への理解と啓発について（ドナー登録・
意思表示への推進）

原　　正雄　議員 （22ページ）

◎新体育館建設について

湯淺　啓史　議員 （22ページ）

◎小学校の英語教育の早期化、プログラミング教育
の必修化への対応を問う
・成人年齢が18歳に引き下げられる民法改正について

保科　孝充　議員 （23ページ）

・6月議会の子どもの医療費負担軽減に関する陳情不
採択について
◎死亡手続きの簡略化は出来ないか

川光　秀昭　議員 （23ページ）

◎新体育館の建設場所の決定の経緯について
・介護報酬不正の調査について

板倉　一郎　議員 （24ページ）

◎平成30年度市政の運営状況について
・子どもの熱中症対策について

宮本　　享　議員 （24ページ）

◎出雲市都市計画マスタープランについて
・出雲市における健康経営の推進について

神門　　至　議員 （25ページ）

・出雲市新体育館の建設候補地について
◎市有財産の管理・売却など、市の選定（審査）方
法について

萬代　輝正　議員 （25ページ）

◎どうなる！中学校部活動指導員配置

板垣　成二　議員 （26ページ）

◎防災行政無線に関する今後の取り組みと情報伝達
に関する考え方について

本田　一勇　議員 （26ページ）

◎次期可燃ゴミ処理施設について
・災害時の無線放送の内容について
・学校給食混入物事故について
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一般質問

　
　
　

出
雲
・
斐
川
地
域
農
業
再
生

協
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
施
策
の

中
心
に
I
C
T
技
術
を
取
り
入
れ
た

ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
し
農
家
所
得

の
向
上
・
経
営
規
模
の
拡
大
に
努
め
、

若
手
農
業
者
の
育
成
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
斐
川
地
域
の
農

業
は
、
担
い
手
集
積
率
80
・
6
％
で

あ
り
、
国
が
目
標
と
し
て
い
る
80
％

を
す
で
に
5
年
も
早
く
到
達
し
全
国

的
に
も
先
頭
集
団
に
い
ま
す
。
水
田

フ
ル
活
用
に
よ
り
ハ
ト
ム
ギ
生
産
量

は
全
国
第
4
位
で
、
さ
ら
に
伸
ば
す

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
見
解
を

伺
い
ま
す
。

農
林
水
産
部
長　

昨
年
度
の
農
産
物

の
販
売
額
は
、
出
雲
市
農
業
再
生
協

に
お
い
て
約
83
億
円
、
斐
川
町
地
域

農
業
再
生
協
で
約
29
億
円
で
す
。
農

工
連
携
と
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
事
業
展
開
と
し
て

期
待
す
る
と
と
も
に
国
の
来
年
度
の

概
算
要
求
で
も
実
証
モ
デ
ル
の
検
討

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
斐
川
地
域
の
農

業
に
つ
い
て
は
全
国
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
、
さ
ら
に
ハ

ト
ム
ギ
に
つ
い
て
は
、
医
療
分
野
と

の
連
携
を
行
い
全
国
有
数
の
産
地
と

し
て
農
家
所
得
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

問 次
世
代
農
業
の
展
開
と
持
続
可
能
な

農
村
社
会
の
構
築
を

伊 藤 繁 満

　
　
　

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
が
出

さ
れ
た
場
合
、
大
変
な
交
通
渋
滞
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
避
難
時
の
交
通
対

策
を
伺
い
ま
す
。

防
災
安
全
担
当
部
長　

避
難
時
の
交

通
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
に
も
、
あ

ら
か
じ
め
十
分
な
時
間
が
と
れ
る
よ

う
に
、
関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
、

早
目
の
発
令
を
行
う
考
え
で
す
。

　
　
　

浸
水
想
定
表
示
板
を
電
柱
な

ど
に
取
り
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
地
域
に
浸
水
想
定
表
示
板

を
設
置
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

防
災
安
全
担
当
部
長　

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
7
月
に
全
戸
配
布
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
浸
水
想
定
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
に
よ
り
確
認
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

災
害
時
に
「
自
ら
の
命
は
自

ら
守
る
」、
自
ら
の
行
動
を
時
系
列

で
整
理
す
る
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

作
成
の
普
及
を
進
め
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

防
災
安
全
担
当
部
長　

マ
イ
・
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
設
定
が
終
わ
っ
た
後
、

市
民
へ
の
啓
発
素
材
の
一
つ
と
し

て
、
減
災
対
策
協
議
会
の
中
で
考
え

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問問問 避
難
時
の
交
通
渋
滞
「
解
消
」
の

検
討
を

錦　織　　　稔

大区画圃
ほ

場
じょう

での水稲収穫作業（ICT 農業到来
も間近）

大阪市の浸水想定表示板
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一般質問

　
　
　

近
い
将
来
、
公
共
施
設
の
多

く
は
一
斉
に
老
朽
化
を
迎
え
、
更
新

時
期
が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
必
要
性
の
高
い
公
共
施
設
ま

で
良
好
な
状
態
で
保
て
な
く
な
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
①
2

年
間
で
の
延
床
面
積
削
減
の
実
績
お

よ
び
今
後
の
見
通
し
②
市
民
へ
の
浸

透
度
、
理
解
度
を
深
め
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

①
約
1
万
9
0
0
0
㎡

で
、
5
・
1
％
の
削
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
4
月
に
は
、
ゆ
か
り
館
お
よ

び
湖
陵
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
民
間

譲
渡
が
完
了
し
、
本
年
度
中
に
は
旧

平
田
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
解
体

や
い
ち
じ
く
温
泉
の
民
間
譲
渡
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

②
施
設
の
廃
止
や
民
間
譲
渡
な
ど

の
取
り
組
み
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
理
解
が
不
可
欠
で
す
。
今
後
も
地

域
や
関
係
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
進

め
て
い
く
考
え
で
す
。
ま
た
、
現
状

や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
を
活
用

し
、周
知
に
努
め
て
い
く
考
え
で
す
。

問 公
共
施
設
の
更
新
問
題
に
お
け
る

対
応
を
問
う

岸　　　道　三

　
　
　

空
き
校
舎
の
利
活
用
は
、
地

元
の
意
見
を
尊
重
し
、
基
本
的
に
は

新
耐
震
基
準
に
適
合
し
利
活
用
が
見

込
め
る
建
物
や
解
体
後
の
跡
地
に
つ

い
て
は
施
設
の
全
部
ま
た
は
一
部
の

利
活
用
に
つ
い
て
事
業
提
案
型
（
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
型
）
の
公
募
を
行
い
、

貸
付
ま
た
は
売
却
を
進
め
る
方
針
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
元
と
の
協

議
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

地
元
か
ら
希
望
を
出
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
正
式
な
依

頼
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た

地
元
の
事
情
な
ど
で
具
体
的
に
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。今
後
公
募
に
あ
た
り
、

再
度
地
元
の
考
え
を
聞
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

地
元
の
要
望
を
前
提
条
件
に

民
間
の
ア
イ
デ
ア
や
参
入
意
向
を
調

査
し
た
後
、
課
題
を
整
理
し
正
式
な

公
募
を
行
う
「
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
市

場
調
査
」
と
い
う
手
法
が
出
雲
市
の

方
針
に
沿
う
公
募
方
法
だ
と
考
え
ま

す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

財
政
部
長　

地
元
の
意
向
も
く
め
る

方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
提
案
の
手

法
も
含
め
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問問 地
域
に
活
力
や
活
気
が
も
た
ら
さ
れ
る

空
き
校
舎
の
利
活
用
を

飯 塚 俊 之

現在公募が検討されている閉校施設

　・旧光中学校

　・旧日御碕小学校

　・旧佐香小学校

　・旧田儀小学校

出雲市の公共施設数

区分 計 区分 計

学校教育系施設 91 供給処理施設 135

市営住宅 58 保健・福祉施設 25

行政系施設 303 子育て支援施設 32

スポーツ・レクリエーション系 55 医療施設 5

市民文化系施設 66 公園 128

産業系施設 131 その他 43

社会教育系施設 27 合計 1,099
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一般質問

　
　
　

農
村
に
居
住
す
る
こ
と
の
社

会
的
評
価
を
高
め
る
こ
と
が
定
住
対

策
や
U
I
タ
ー
ン
者
の
増
加
に
影
響

す
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
市
長
の
所

感
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
保
持

と
、
人
間
関
係
の
豊
か
さ
が
、
本
市

の
「
住
み
や
す
さ
」
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
農
業
、
農
村
が
持
つ
多
様

な
メ
リ
ッ
ト
と
本
市
の
魅
力
に
つ
い

て
市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
、
農
村
へ
の
定
住
、
U
・
I
タ
ー

ン
の
増
加
や
就
農
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　

農
地
の
集
積
に
よ
る
生
産
規

模
の
拡
大
は
農
業
生
産
者
の
減
少
を

生
む
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
規

模
農
家
の
支
援
は
生
産
者
の
減
少
対

策
と
な
り
「
農
村
ら
し
さ
」
の
維
持

に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
が
、
考

え
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

新
出
雲
農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
の
拡
充
や
、
地
域
農
業
課
題
解
決

メ
ソ
ッ
ド
提
案
事
業
、
ま
た
、
出
雲

農
業
未
来
の
懸
け
橋
事
業
に
お
い

て
、
小
規
模
な
農
家
に
対
す
る
支
援

を
行
い
ま
す
。

問問 農
業
・
農
村
が
も
つ
魅
力
を

定
住
対
策
に
生
か
す
べ
き

多々納　剛　人

　
　
　

最
近
の
戸
建
て
住
宅
は
洋
風

化
が
進
み
、
ト
イ
レ
は
洋
式
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
校
は
和
式

ト
イ
レ
が
主
流
で
す
。
小
学
校
低
学

年
で
は
、
和
式
ト
イ
レ
は
使
っ
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
子
ど
も
も
い
ま

す
。
ま
た
、
不
登
校
に
な
る
児
童
も

い
ま
す
。
市
内
の
小
中
学
校
に
お
け

る
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
率
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い

て
の
市
の
整
備
方
針
は
、
全
て
の
児

童
・
生
徒
用
ト
イ
レ
に
少
な
く
と
も

1
カ
所
以
上
は
洋
式
ト
イ
レ
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
整
備
方

針
に
お
け
る
達
成
率
は
、
小
学
校
が

68
・
2
％
、
中
学
校
が
67
・
4
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
便
器
数
に
お
け
る

洋
式
ト
イ
レ
の
割
合
と
し
て
は
、
小

学
校
が
32
・
5
％
、
中
学
校
が
28
・

4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
市

の
整
備
方
針
に
基
づ
い
て
、
計
画
的

に
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
な
お
、外
国
籍
の
児
童
・

生
徒
が
多
数
在
籍
し
て
い
る
塩
冶
小

学
校
お
よ
び
第
二
中
学
校
に
つ
い
て

は
、前
倒
し
し
て
完
了
し
て
い
ま
す
。

問 す
べ
て
の
小
中
学
校
に
洋
式
ト
イ
レ

の
設
置
を
望
む

板 倉 明 弘
学校で主流の和式トイレ

中山間地の農地のようす
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一般質問

　
　
　

西
日
本
を
中
心
に
降
り
続
い

た
記
録
的
な
大
雨
「
平
成
30
年
7
月

豪
雨
」。
2
2
0
名
を
越
え
る
方
が

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
広
島

県
呉
市
の
天て
ん

応の
う

市
民
セ
ン
タ
ー
に

は
、「
災
害
対
応
型
カ
ッ
プ
自
販
機
」

が
直
ち
に
設
置
さ
れ
、
避
難
さ
れ
た

方
た
ち
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
来

ら
れ
た
方
た
ち
に
も
大
変
喜
ば
れ
た

と
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
子
さ
ん

を
連
れ
た
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
も
感

謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
と
伺
い
ま
し

た
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
避

難
場
所
へ
の
「
災
害
対
応
型
カ
ッ
プ

自
販
機
」の
設
置
を
強
く
望
み
ま
す
。

防
災
安
全
担
当
部
長　

現
在
、
取
り

扱
い
業
者
か
ら
設
置
の
情
報
を
聞
い

て
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
設
置
条

件
の
電
気
・
給
水
・
設
置
ス
ペ
ー
ス

を
確
認
の
う
え
、
避
難
所
な
ど
必
要

な
場
所
へ
速
や
か
に
設
置
で
き
る
と

説
明
を
受
け
て
い
ま
す
。
災
害
時
に

市
が
開
設
し
た
避
難
所
に
設
置
で
き

れ
ば
よ
り
有
効
と
考
え
て
い
ま
す
。

常
時
の
設
置
も
含
め
、
災
害
協
定
の

締
結
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問 災
害
対
応
型
カ
ッ
プ
式
自
動
販
売
機

設
置
を
望
む

勝 部 順 子

　
　
　

西
日
本
豪
雨
災
害
を
受
け

て
、た
め
池
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
に
は
「
防
災
重
点
た
め
池
」
が

33
カ
所
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
整
備

に
関
し
て
は
、
受
益
者
負
担
が
生
じ

る
た
め
、
地
元
の
理
解
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
、
た
め
池
ご
と
の
決
壊
時
の

浸
水
想
定
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
情
報

が
載
っ
て
い
ま
す
が
、
対
象
地
域
に

は
徹
底
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

①
市
内
の
防
災
重
点
た
め
池
の
数

②
整
備
を
す
る
上
で
の
地
元
調
整
③

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
④

受
益
者
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

農
林
水
産
部
長　

①
出
雲
地
域
1
カ

所
、
平
田
地
域
15
カ
所
、
斐
川
地
域

7
カ
所
、
佐
田
・
湖
陵
地
域
各
3
カ

所
、
多
伎
地
域
4
カ
所
で
す
。
②
地

域
の
関
心
も
高
い
事
か
ら
、
地
元
の

合
意
形
成
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
③

今
後
も
定
期
的
に
広
報
い
ず
も
に
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
対
象
地
域
全
て

に
周
知
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

④
受
益
者
負
担
を
無
く
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
改
修
事
業
に
対
し
て

は
負
担
金
の
一
部
減
免
で
き
る
運
用

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 急
が
れ
る
防
災
重
点
た
め
池
の

整
備
と
災
害
時
の
被
害
周
知
を

福 島 孝 雄

天
てん

応
のう

市民センターに設置された災害対応型カップ自販機

老朽化が進む防災重点ため池
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一般質問

　
　
　

民
法
の
改
正
に
よ
り
、
現
在

の
中
学
2
年
生
か
ら
高
校
1
年
生
ま

で
の
5
0
7
8
人
が
、
2
0
2
2
年

度
中
に
18
歳
以
上
と
な
り
、
新
成
人

を
迎
え
る
見
込
み
で
す
。
成
年
年
齢

が
下
が
る
こ
と
で
、
消
費
者
被
害
の

拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
対
策
や
対
応
を
行
い
ま
す
か
。

総
務
部
長　

対
策
と
し
て
、
親
権
者

に
よ
る
指
導
や
支
援
が
必
要
で
す
。

親
権
者
へ
の
周
知
を
図
る
な
ど
、
国

や
県
、
教
育
機
関
と
も
連
携
し
て
可

能
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。
現
在
の
中

学
3
年
生
は
、
中
学
校
で
習
う
消
費

者
教
育
と
異
な
る
事
態
を
迎
え
ま
す

の
で
、
学
校
で
指
導
や
説
明
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

成
人
式
に
対
す
る
意
見
を
広

く
聞
い
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
民

法
改
正
後
の
開
催
方
法
に
つ
い
て
、

早
期
の
情
報
発
信
を
お
願
い
し
ま

す
。

総
務
部
長　

出
席
者
や
保
護
者
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
改
善
を
図
っ
て
い

ま
す
。
民
法
改
正
後
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
国
の
動
き
を
見
な
が
ら
検
討

し
ま
す
。

問問 18
歳
で
成
人

成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
る
影
響
は玉　木　　　満

　
　
　

4
月
の
県
西
部
地
震
で
の
被

害
は
、
現
在
住
ん
で
い
る
民
家
で
44

件
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
全
て
で
被

災
程
度
が
10
％
以
内
だ
っ
た
た
め
、

市
か
ら
の
支
援
金
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
佐
田
町
で
は
「
屋
根
の
修
理

を
こ
れ
か
ら
す
る
が
費
用
が
心
配
」

「
風
呂
が
ひ
び
割
れ
た
が
そ
の
ま
ま
」

な
ど
、
深
刻
な
状
況
で
す
。
親
身
な

援
助
を
行
う
べ
き
で
す
。

健
康
福
祉
部
長　

損
害
割
合
が
10
％

未
満
の
方
へ
の
支
援
は
、
過
去
の
軽

微
な
災
害
と
の
均
衡
な
ど
も
ご
ざ
い

ま
す
。
支
援
金
と
い
う
形
で
の
実
施

は
現
在
考
え
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
　
　

以
前
、市
が
持
っ
て
い
た「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
の
よ
う

な
中
身
を
、
今
回
適
用
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

総
合
政
策
部
長　

災
害
時
の
対
応
に

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
適
用
す
る
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
動
き
、
ま

た
別
の
災
害
対
応
の
動
き
も
見
き
わ

め
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
べ

き
内
容
と
思
い
ま
す
。

問問 地
震
に
よ
る
家
屋
被
害
に
対
し

市
独
自
で
親
身
な
財
政
的
支
援
を
行
う
べ
き後 藤 由 美

急がれる中学 3年生への対応

地震被害で通行止めになった佐田町市道門
もん

曲
まがり

線
せん
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一般質問

　
　
　

近
年
の
猛
暑
の
中
、
児
童
や

教
職
員
の
健
康
面
お
よ
び
学
習
能
率

の
向
上
の
観
点
か
ら
来
年
夏
ま
で
に

小
学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置

を
完
了
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
そ
の

意
向
を
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　

す
べ
て
の
小
学
校
33
校

の
5
1
0
教
室
に
各
2
台
、
合
計
で

約
1
0
0
0
台
設
置
す
る
こ
と
と

し
、
こ
れ
に
要
す
る
工
事
総
額
は
約

8
億
6
千
万
円
と
な
り
ま
す
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
の
国
の
補

正
予
算
の
動
向
を
に
ら
み
な
が
ら
、

来
年
度
中
の
完
了
を
目
指
し
12
月
議

会
に
補
正
予
算
を
計
上
し
、
早
期
に

工
事
に
着
手
す
る
意
向
で
す
。

　
　
　

来
年
度
中
の
完
了
で
は
な

く
、
来
年
の
夏
ま
で
の
完
了
を
目
指

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
そ
の
決
意
を

伺
い
ま
す
。

教
育
長　

市
長
も
私
も
来
年
の
夏
に

間
に
合
わ
せ
た
い
と
い
う
思
い
は
、

同
じ
で
す
。
国
の
補
正
予
算
の
動
き

や
市
の
財
政
状
況
も
見
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、ご
理
解
く
だ
さ
い
。

問問 市
内
の
す
べ
て
の
小
学
校
の
教
室
へ

早
期
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

大 場 利 信

　
　
　

中
山
間
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・
ヌ
ー

ト
リ
ア
な
ど
の
被
害
に
苦
慮
さ
れ
、

市
と
し
て
も
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ

て
住
民
の
期
待
に
こ
た
え
る
事
が
肝

要
で
す
。
捕
獲
頭
数
の
増
大
・
防
護

柵
の
拡
充
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

特
に
防
護
柵
の
新
設
に
お
い
て
は
助

成
制
度
が
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
更

新
時
は
助
成
制
度
が
無
く
、
早
急
に

助
成
制
度
の
具
体
策
が
必
要
不
可
欠

と
考
え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

農
林
水
産
部
長　

北
山
山
地
・
湖
北

山
地
と
も
捕
獲
の
拡
充
に
よ
り
、
頭

数
被
害
と
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今

後
も
継
続
し
て
減
少
に
努
め
ま
す
。

　

防
護
柵
は
毎
年
電
気
牧
柵
・
条
網

防
護
柵
・
防
護
ネ
ッ
ト
な
ど
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
新
設
に
つ
い
て
は
助

成
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
更
新
に
つ

い
て
は
助
成
が
あ
り
ま
せ
ん
。
更
新

助
成
に
つ
い
て
は
要
望
が
非
常
に
多

く
、
具
体
的
な
検
討
を
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
中
山
間
地
の

直
接
支
払
交
付
金
・
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
な
ど
、
事
業
の
中
で
や
る

事
も
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問 有
害
鳥
獣
対
策
と
今
後
の
課
題

西　村　　　亮

エアコンが整備された教室

田んぼに設置された電気牧柵
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一般質問

　
　
　

地
籍
調
査
が
始
ま
っ
て
か
ら

す
で
に
60
年
以
上
経
過
し
て
い
ま
す

が
、
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
特
に
山

林
部
は
40
％
強
と
い
う
進
ち
ょ
く
率

で
す
。
今
後
、高
齢
化
や
世
代
交
代
、

山
林
の
荒
廃
な
ど
に
よ
り
、
時
が
た

て
ば
た
つ
ほ
ど
調
査
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
国
の
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
国
土
調
査
事
業
一
辺
倒
で
は
な

く
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業

や
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
森
林
環

境
譲
与
税
な
ど
を
活
用
し
て
、
山
林

部
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
基
礎
資
料

を
収
集
し
、
調
査
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
図
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま

す
。

都
市
建
設
部
長　

国
の
予
算
確
保
の

た
め
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、全
体
の
予
算
額
は
横
ば
い
で
す
。

林
野
庁
所
管
の
二
つ
の
制
度
は
森
林

の
適
正
な
施
業
・
管
理
の
た
め
に
境

界
測
量
を
行
う
も
の
で
す
が
、
そ
の

測
量
や
確
認
作
業
の
成
果
は
将
来
地

籍
調
査
の
参
考
資
料
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
な
お
、
地
域
活
動
支
援

事
業
に
よ
る
境
界
の
明
確
化
は
、
来

年
度
実
施
に
向
け
、
森
林
組
合
と
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

問 林
業
振
興
事
業
と
の
連
携
で
一
刻
も

早
く
地
籍
調
査
を

児 玉 俊 雄

　
　
　

障
が
い
の
あ
る
方
が
、
困
っ

た
と
き
に
必
要
な
支
援
や
配
慮
を
周

囲
の
人
に
伝
え
る
た
め
の
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
、
ま
た
、
災
害
時
や
緊
急
時

に
備
え
、
障
が
い
の
程
度
、
服
用
し

て
い
る
薬
、
必
要
な
支
援
な
ど
、
書

き
き
れ
な
い
情
報
を
補
う
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
が
昨
年
12
月
よ
り
交
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
交
付
実
績
、
交
付
の

際
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
感
想
と
、

今
後
の
周
知
啓
発
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
を
伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長　

県
全
体
で
1
0
2
4

人
、
う
ち
本
市
は
4
0
6
人
の
方
に

交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
時
に
寄
せ

ら
れ
た
意
見
や
感
想
は
、
知
的
、
発

達
障
が
い
の
方
か
ら
は
外
出
先
で

困
っ
た
と
き
に
お
守
り
代
わ
り
に
必

要
、
耳
の
不
自
由
な
方
か
ら
は
病
院

で
配
慮
し
て
も
ら
え
る
な
ど
と
聞
い

て
い
ま
す
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
認
知

を
高
め
る
た
め
に
は
、
配
慮
す
る
側

に
向
け
て
の
周
知
啓
発
が
よ
り
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
全
職

員
に
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け

て
い
る
方
へ
の
配
慮
に
協
力
を
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

問 ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
認
知
向
上
は

配
慮
す
る
側
へ
の
周
知
が
重
要

大 谷 良 治

荒廃が進む山林

ヘルプマークを付けている方に配慮を
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一般質問

　
　
　

出
雲
市
に
住
む
人
た
ち
が

造
っ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
、
遊
び
に

い
つ
で
も
行
き
た
く
な
る
体
育
館

は
、
市
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
取

れ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
①
大
手
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
や
知
識
人
の
知
恵
を
借
り
、
市
民

参
加
の
新
体
育
館
構
想
は
考
え
ら
れ

な
い
の
か
②
事
業
費
の
総
額
は
ど
の

程
度
か
③
P
F
I
方
式
を
検
討
中
と

の
事
で
す
が
そ
の
方
式
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

市
民
文
化
部
長　

①
現
在
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
実
績
の
あ
る

大
手
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
基
本
計
画

の
原
案
作
成
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
困
難
で
す

が
、
市
民
の
声
を
反
映
で
き
る
場
は

設
け
て
い
き
ま
す
。
②
整
備
コ
ス
ト

は
47
億
か
ら
51
億
円
を
概
算
と
し
て

お
り
、
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な

起
債
を
活
用
す
る
予
定
で
す
。
③

P
F
I
方
式
は
公
共
施
設
の
整
備
・

運
営
を
行
う
に
あ
た
り
、
民
間
事
業

者
が
資
金
を
調
達
し
、
設
計
・
建
物
・

運
営
ま
で
一
括
実
施
す
る
も
の
で
あ

り
、
導
入
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
。

問 新
体
育
館
建
設
に
つ
い
て
問
う

原　　　正　雄

　
　
　

2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
る
次

期
学
習
指
導
要
領
に
よ
っ
て
、
小
学

校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必

須
化
と
明
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

①
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
望

ま
れ
て
い
る
の
か
②
市
の
対
応
と
検

討
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
か
③

人
的
対
応
と
し
て
、
外
部
人
材
の
活

用
を
含
め
た
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
部
長　

①
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的

思
考
を
育
む
こ
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
な
ど
を
上
手
に
活
用
し
て
身
近

な
問
題
を
解
決
し
た
り
、
よ
り
よ
い

社
会
を
築
い
た
り
し
よ
う
と
す
る
態

度
を
育
む
こ
と
、
な
ど
が
目
的
で
す

②
現
在
、
I
C
T
活
用
教
育
調
査
研

究
委
員
会
を
設
置
し
、
I
C
T
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
お
よ

び
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
指
導
内

容
や
、
学
習
環
境
な
ど
に
つ
い
て
の

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
③
小
学
校
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
は
、
指
導

の
中
心
は
教
員
で
す
が
、
専
門
性
を

も
っ
た
外
部
人
材
を
活
用
す
る
こ
と

が
有
効
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
る
小
学
校
で
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
へ
の
対
応
を
問
う湯 淺 啓 史

新体育館建設予定地付近

2020年から実施される新学習指導要領
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一般質問

　
　
　

今
年
の
3
月
に
、
本
庁
市
民

課
の
受
付
付
近
で
、
死
亡
手
続
き
に

来
ら
れ
た
高
齢
者
の
女
性
か
ら
、
死

亡
手
続
き
が
複
雑
で
時
間
が
か
か
る

の
で
、
ぜ
ひ
簡
略
化
を
お
願
い
し
た

い
と
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
①
手
続
き
に
、
本
庁
・
支
所
そ

れ
ぞ
れ
ど
の
担
当
課
で
、
ど
の
程
度

の
時
間
が
か
か
り
ま
す
か
②
市
民
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長　

高
齢
者
の
場
合
で

す
と
①
本
庁
で
は
、1
階
の
市
民
課
、

保
険
年
金
課
、
福
祉
推
進
課
、
2
階

の
高
齢
者
福
祉
課
、
市
民
税
課
、
資

産
税
課
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

支
所
で
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
手
続

き
で
す
。
本
庁
・
支
所
と
も
に
1
時

間
か
ら
1
時
間
半
程
度
か
か
る
と
思

い
ま
す
。
本
庁
で
は
、
各
課
へ
移
動

す
る
な
ど
の
時
間
が
加
わ
り
ま
す
②

本
庁
で
は
、
10
月
1
日
か
ら
市
民
課

に
専
用
の
窓
口
を
設
け
、
関
係
各
課

の
職
員
が
リ
レ
ー
方
式
で
対
応
す
る

「
死
亡
手
続
き
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
」
を
実
施
し
、
利
便
を
図
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

問 死
亡
手
続
き
の
簡
略
化
に
つ
い
て

伺
う

保 科 孝 充

　
　
　

新
体
育
館
建
設
候
補
地
比
較

検
討
資
料
収
集
業
務
報
告
書
の
中

で
、
こ
の
用
地
は
、
出
雲
市
景
観
条

例
お
よ
び
出
雲
市
景
観
計
画
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
見
解
を

伺
い
ま
す
。

市
民
文
化
部
長　

建
物
の
高
さ
は
原

則
15
ｍ
以
下
な
ど
の
基
準
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
景
観
形
成
地
域

に
指
定
し
て
い
る
趣
旨
を
踏
ま
え
、

景
観
や
高
さ
な
ど
の
基
準
に
つ
い
て

新
体
育
館
の
基
本
計
画
策
定
に
あ
た

り
、景
観
の
保
全
や
調
和
に
配
慮
し
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
得
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

規
模
が
こ
の
地
域
に
合
わ
な

い
、
あ
る
い
は
特
殊
な
設
計
で
予
算

が
膨
大
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

場
合
は
、
場
所
の
選
定
を
含
め
た
計

画
の
や
り
直
し
も
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
民
文
化
部
長　

現
在
、
場
所
を
変

更
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
突
拍
子
も
な
い
経
費
が
か
か
る

と
か
、
文
化
財
が
出
て
く
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
協
議
し
ま
す
。

問問 新
体
育
館
建
設
用
地
が
景
観
形
成
地
域
に

含
ま
れ
る
こ
と
の
見
解
を
伺
う

川 光 秀 昭

市民課に設置された死亡手続き「ワンストップサービ
ス」コーナー

出雲市の景観形成地域

島根県立大学出雲キャンパス景観形成地域

リバーサイドタウン川西景観形成地域

神西湖周辺景観形成地域

宍道湖沿岸景観形成地域

馬木北町景観形成地域
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一般質問

　
　
　

3
月
定
例
議
会
に
お
い
て
平

成
30
年
度
施
政
方
針
が
表
明
さ
れ
、

本
年
度
も
中
間
地
点
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
市
政
の
進
ち
ょ
く
状

況
と
本
年
度
下
期
に
力
を
い
れ
る
こ

と
を
項
目
ご
と
に
伺
い
ま
す
。①「
若

者
が
定
着
す
る
出
雲
」
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
②
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
出
雲
」
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
③
「
魅
力
に
あ
ふ
れ

多
く
の
人
が
訪
れ
る
出
雲
」
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
。

市
長　

①
8
月
ま
で
に
立
地
認
定
企

業
が
4
社
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き

企
業
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

労
働
力
不
足
解
消
に
向
け
、高
校
生
・

中
学
生
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

や
県
外
進
学
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

行
い
ま
す
。
②
7
月
豪
雨
の
際
、
自

治
体
の
避
難
指
示
な
ど
が
市
民
の
避

難
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
本
市
も
工
夫
の

余
地
が
な
い
か
検
討
し
ま
す
。
③
静

岡
便
・
仙
台
便
の
就
航
で
、
出
雲
空

港
の
利
用
者
数
が
昨
年
度
を
10
％
以

上
上
回
り
ま
し
た
が
、
7
月
豪
雨
災

害
で
約
2
0
0
0
名
の
宿
泊
キ
ャ
ン

セ
ル
が
発
生
し
て
お
り
、
観
光
誘
客

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
ま
す
。

問 着
実
な
市
政
運
営
の
実
施
を

板 倉 一 郎

　
　
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
全
体
構
想
と
地
域
別
構
想
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
が
、
策
定
か
ら
8
年

以
上
が
経
過
し
市
民
生
活
や
社
会
経

済
活
動
な
ど
出
雲
市
を
取
り
巻
く
状

況
は
変
化
し
、
都
市
計
画
道
路
の
見

直
し
や
用
途
地
域
の
拡
大
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
出
雲
市
の
都
市
づ

く
り
の
現
状
と
課
題
、
こ
の
8
年
の

成
果
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

市
長　

こ
の
8
年
で
本
市
を
取
り
巻

く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
、
道
路
整

備
、
観
光
振
興
、
誘
致
企
業
の
経
営

拡
大
や
外
国
籍
人
口
の
増
加
、
大
型

商
業
施
設
の
出
店
、
少
子
高
齢
化
、

財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
用
途
地
域
外
に

つ
い
て
は
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

や
開
発
行
為
許
可
制
度
に
基
づ
き
保

全
な
ど
を
図
り
、
都
市
計
画
道
路
に

つ
い
て
は
一
定
の
整
理
を
終
え
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
も
状
況
変
化
を
踏

ま
え
た
上
で
、
県
の
計
画
と
整
合
、

調
整
を
図
り
な
が
ら
適
切
な
時
期
に

見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問 出
雲
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
現
状
と
今
後
は

宮　本　　　享

平田高校での地元企業ガイダンス

出雲市都市計画マスタープラン
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一般質問

　
　
　

市
民
の
大
切
な
市
有
財
産
の

管
理
・
売
却
な
ど
に
つ
い
て
は
、
当

然
の
ご
と
く
、
透
明
性
を
も
っ
て
、

選
定
・
公
表
す
べ
き
も
の
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
市
民
か
ら
市
や
議

会
に
対
し
て
、
市
有
財
産
の
管
理
・

売
却
に
加
え
、
新
た
に
市
が
購
入
す

る
土
地
や
施
設
の
建
設
候
補
地
の
選

定
方
法
に
つ
い
て
の
陳
情
や
請
願
が

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
は
、
そ
の

選
定
経
過
な
ど
、議
会
は
も
と
よ
り
、

市
民
に
対
し
て
丁
寧
な
説
明
責
任
を

果
た
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
市
の
見

解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

総
務
部
長　

市
は
、
指
定
管
理
施
設

の
指
定
管
理
者
候
補
者
の
選
定
、
出

雲
市
公
共
施
設
の
あ
り
方
指
針
に
基

づ
く
民
間
譲
渡
の
譲
渡
先
候
補
者
の

選
定
、
普
通
財
産
の
譲
渡
先
の
選
定

に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
定
方

法
や
選
定
基
準
を
定
め
実
施
し
て
い

ま
す
。そ
の
選
定
結
果
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
に
説
明
し
つ
つ
議
決
を
い
た

だ
い
た
後
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
公
表
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

透
明
性
の
あ
る
選
定
手
続
き
に
努
め

て
い
ま
す
。

問 市
有
財
産
の
管
理
・
売
却
は

よ
り
透
明
性
を
も
っ
て
選
定
・
公
表
す
べ
き神　門　　　至

　
　
　

平
成
29
年
4
月
に
施
行
さ
れ

た
「
部
活
動
指
導
員
」
の
制
度
に
よ

り
、
技
術
指
導
だ
け
で
は
な
く
、
大

会
や
練
習
試
合
な
ど
、
学
校
外
で
の

活
動
の
引
率
、
年
間
・
月
間
指
導
計

画
の
作
成
、
会
計
管
理
、
生
徒
指
導

に
か
か
る
対
応
な
ど
、
教
職
員
に
代

わ
り
顧
問
と
し
て
関
わ
れ
る
制
度
が

確
立
さ
れ
ま
し
た
。
出
雲
市
立
中
学

校
に
て
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

本
年
度
導
入
予
定
で
し
た

が
、
県
の
部
活
動
の
見
直
し
が
遅

れ
、
県
制
度
が
定
ま
っ
て
な
い
た
め

実
施
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。
本

市
の
考
え
方
は
、
前
年
度
の
秋
に
各

学
校
の
希
望
を
確
認
し
、
3
月
の
教

職
員
の
人
事
異
動
の
内
示
後
、
各
学

校
の
最
終
的
な
希
望
者
数
を
取
り
ま

と
め
、
県
に
申
請
す
る
流
れ
を
想
定

し
て
ま
す
。

　
　
　

今
後
、
部
活
動
を
新
設
し
て

も
場
所
な
ど
が
な
い
場
合
、
部
活
動

指
導
員
が
学
校
体
育
館
だ
け
で
な

く
、
他
の
地
域
に
あ
る
市
立
ス
ポ
ー

ツ
施
設
な
ど
で
、
顧
問
と
し
て
指
導

す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
ど
う
か
伺

い
ま
す
。

教
育
長　

可
能
か
不
可
能
か
と
言
わ

れ
れ
ば
可
能
性
は
あ
る
か
な
と
思
い

ま
す
。

問問 ど
う
な
る「
中
学
校
部
活
動
指
導
員
」配
置萬 代 輝 正

譲渡先の選定結果を掲載した市のウェブサイト

部活動の外部指導者と「部活動指導員」の違い

従来の外部指導者 部活動指導員

立場 法律上不明確 学校教育法が定
める学校職員

報酬
無償や有償など
自治体によって
異なる

有償

試合への
単独引率 原則不可 可能

部活顧問 原則不可 可能
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一般質問

　
　
　

本
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

第
一
期
整
備
地
域
で
あ
る
佐
田
・
多

伎
・
湖
陵
、出
雲
地
域
の
乙
立
・
朝
山
・

稗
原
・
上
津
地
区
で
は
、
各
世
帯
へ

の
戸
別
受
信
機
が
無
償
貸
与
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
第
二
期
整
備
地
域
で
は

屋
外
拡
声
子
局
の
整
備
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
台
風
や
豪
雨
災
害
の
際

に
は
屋
外
拡
声
子
局
の
ス
ピ
ー
カ
ー

の
音
で
は
聞
き
と
り
に
く
く
、
役
に

立
た
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

防
災
安
全
担
当
部
長　

本
年
3
月
、

消
防
庁
か
ら
戸
別
受
信
機
の
標
準
的

な
モ
デ
ル
等
の
あ
り
方
に
関
し
、
検

討
会
の
報
告
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
機
能
を
減
ら
し
、

自
治
体
が
導
入
し
や
す
い
低
価
格
な

戸
別
受
信
機
の
開
発
を
促
し
た
い
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戸
別
受
信
機

と
同
様
の
機
能
を
有
す
る
そ
の
他
の

装
置
の
配
備
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
も
、
平
成
30
年
度
か
ら
特
別
交
付

税
措
置
を
講
じ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
す
で
に
本
市
で
導
入
し
て
い
る

エ
フ
エ
ム
い
ず
も
の
自
動
起
動
ラ
ジ

オ
や
、
他
の
方
式
な
ど
と
も
比
較
し

て
、
戸
別
受
信
機
の
整
備
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

問 防
災
行
政
無
線
の
今
後
の
整
備
方
針
は板 垣 成 二

　
　
　

稼
働
中
の
可
燃
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
費
・
運
営
費
・
稼
働
年
数

を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
次
期
可
燃
ご

み
処
理
施
設
の
建
設
費
・
運
営
費
・

稼
働
年
数
も
伺
い
ま
す
。

環
境
担
当
部
長　

稼
働
中
の
可
燃

ご
み
処
理
施
設
の
建
設
費
は
92
億

4
7
0
0
万
円
、
稼
働
年
数
は
18
年

5
カ
月
の
計
画
で
す
。
運
営
費
が

約
1
5
2
億
円
、
1
年
あ
た
り
は

8
億
2
0
0
0
万
円
で
す
。

　

次
期
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
建
設

費
は
1
6
8
億
4
2
6
0
万
円
、
運

営
費
1
0
2
億
4
3
8
0
万
円
、
計

画
稼
働
年
数
20
年
間
で
割
る
と
1

年
あ
た
り
5
億
1
2
1
9
万
円
で
す
。

　
　
　

発
電
も
す
る
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
ど
の
く
ら
い
の
量
な
の
か
、

施
設
内
の
電
気
を
賄
っ
て
そ
の
上
に

売
電
で
き
る
の
か
伺
い
ま
す
。

環
境
担
当
部
長　

J
F
E
エ
ン
ジ
ニ

ア
グ
ル
ー
プ
の
提
案
に
よ
る
と
年
間

発
電
量
は
約
2
万
9
0
0
0
M
W
h
・

年
間
売
電
量
は
約
2
万
2
0
0
0

M
W
h
で
、
売
電
平
均
単
価
11
・
74
円

で
試
算
す
る
と
約
2
億
6
5
0
0
万

円
で
す
。

問問 次
期
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
費
用
は

本 田 一 勇

天神北公園の防災行政無線屋外拡声子局

次期可燃ごみ処理施設完成予想図

いずも市議会だより　54号 26



行政視察報告

　

神
奈
川
県
秦は
だ

野の

市
で
は
、
人
口
・

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
高
齢
者
人

口
の
増
加
を
見
据
え
、
将
来
へ
向
け

て
の
公
共
施
設
の
更
新
・
予
想
さ
れ

る
道
路
の
整
備
状
況
な
ど
へ
危
機
感

を
持
っ
た
日
常
の
執
務
状
況
と
熱
意

を
持
っ
た
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

全
国
的
に
見
て
も
、
模
範
と
さ
れ

る
自
治
体
で
あ
り
、
首
長
が
ど
の
よ

う
な
考
え
・
政
策
を
持
っ
て
い
る
か
、

そ
れ
を
執
行
部
が
ど
の
よ
う
に
進
め

る
か
、
市
民
が
ど
の
よ
う
に
理
解
す

る
か
、
秦は
だ

野の

市
に
お
い
て
は
う
ま
く

歯
車
が
か
み
合
っ
た
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
公
民
館
の
使
用
料
の

有
料
化
な
ど
は
、「
利
用
者
負
担
の

原
則
」
と
い
う
考
え
で
あ
り
、
そ
の

収
入
は
全
体
で
は
大
き
な
金
額
と
な

り
、
修
繕
費
な
ど
に
充
て
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
低
料
金
と
い
う
事

も
あ
っ
て
、
市
民
の
苦
情
は
な
い
と

い
う
事
で
し
た
。

　

市
役
所
の
敷
地
の
中
に
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
あ
り
、
自
治

体
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
そ

う
な
気
配
で
し
た
が
、
収
入
を
増
や

す
の
に
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
模
索
す

る
姿
勢
、
自
治
体
の
枠
を
超
え
た
よ

う
な
財
政
の
健
全
化
を
目
指
す
姿
勢

は
、
出
雲
市
も
見
習
う
べ
き
事
が
多

い
と
感
じ
ま
し
た
。（
宮
本　

享  

記
）

公
共
施
設
再
配
置
推
進
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

7
月
9
日
〜
11
日

　

本
特
別
委
員
会
で
は
議
会
改
革
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
議
会
改

革
先
進
地
で
あ
る
三
重
県
鳥
羽
市
と

岐
阜
県
可か

児に

市
に
伺
い
、
議
会
改
革

全
般
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

両
市
共
に
、
地
方
分
権
時
代
に
お

け
る
地
方
議
会
の
議
会
・
議
員
の
果

た
す
べ
き
役
割
か
ら
改
革
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
鳥
羽
市
で
は
広

報
広
聴
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
実

施
回
数
が
日
本
一
多
い
と
言
わ
れ
る

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
を
、
可か

児に

市
で
は
高
校
生
議
会
や
マ
マ
さ
ん

議
会
な
ど
幅
広
い
年
代
の
参
加
に
よ

る
懇
談
会
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
住
民
意
見
の
集
約
か
ら
政
策
形
成

サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
こ
と
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

（
多
々
納
剛
人　

記
）

議
会
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
を
目
指
し
て

議
会
改
革
・
調
査
特
別
委
員
会

7
月
2
日
〜
4
日

秦
はだ

野
の

市役所のコンビニエンスストア

可
か

児
に

市議会視察のようす

いずも市議会だより　54号27
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議会に関してのお問い合わせは
　市議会だよりにお気づきの点がございましたらご意見をお寄せ
ください。より充実した紙面づくりの参考とさせていただきます。

出 雲 市 議 会 事 務 局

TEL：（0853）21-6246  FAX：（0853）21-6251
URL：https://gikai.izumo-city.jp
メール：gikai@city.izumo.shimane.jp

本誌は地球環境に優しい植物油インキを
使用しております。

〒693-8530  出雲市今市町70

　
少
し
早
い
で
す
が
、
今
年

は
大
変
災
害
の
多
い
年
で
し

た
。
2
月
の
豪
雪
か
ら
始
ま
り
、

４
月
の
島
根
県
西
部
地
震
・

6
月
の
大
阪
北
部
地
震
・
9

月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

が
あ
り
ま
し
た
。

　
台
風
は
、
7
号
・
12
号
・

20
号
・
21
号
・
24
号
・
25
号
と
、

日
本
中
が
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

　
以
前
に
、
元
国
土
交
通
省

の
方
か
ら
「
ほ
と
ん
ど
の
水

害
は
土
の
う
で
防
げ
ま
す
。」

と
聞
き
ま
し
た
。
た
だ
準
備

が
で
き
て
い
な
い
か
ら
災
害

に
な
り
ま
す
。

　
2
月
の
久
し
振
り
の
豪
雪

の
時
、
市
役
所
や
各
支
所
に

問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
ま
し

た
。
唯
一
佐
田
支
所
に
は
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
想
定
内
で
あ
り
準
備

が
で
き
て
い
た
の
で
す
。
1

時
間
に
1
0
0
㎜
の
豪
雨
災

害
に
対
す
る
準
備
も
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
議
会
広
報
誌
編
集
委
員

（
本
田
　
一
勇
）

議
会
広
報
誌
編
集
委
員
会

湯
淺
　啓
史

大
谷
　良
治

今
岡
　真
治

玉
木
　
　満

山
内
　英
司

児
玉
　俊
雄

錦
織
　
　稔

本
田
　一
勇

寺
本
　淳
一

西
村
　
　亮

福
代
　秀
洋

川
上
　幸
博

委

員

長

副
委
員
長

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委
員（
議
長
）

委
員（
副
議
長
）

出雲市議会ウェブサイトをご覧ください

議会の内容を日程にそってスピーディに更新しています。

議会ウォッチ、
議会カレンダー

◯会期日程
◯一般質問・施政方針質問の動画 *

閉会中の議会活動の
ようすもお伝えしています。

「よりよく しる！する！
出雲市議会」動画 *

その他のコンテンツも
盛りだくさん！

◯上程された議案、請願・陳情の概要
◯委員会での審査結果

◯本会議での採決結果

出雲市議会ウェブサイト（2018 年 2 月 新装）

URL  https://gikai.izumo-city.jp

いずも市議会だより速報
（閉会後１週間ほどで発行）

※各コミュニティセンター
や地域拠点に設置して
います。ご自由にお手
に取ってご覧ください。

※各月の放送日時は、各ケーブルテレビ局の番組表をご確認ください。

市議会の活動や市政に対する
理解を市民の皆さまに深めて
いただくために、ケーブルテレ
ビによる議会広報番組（15 分
番組）を作成し放送しています。

よりよく しる！する！ 出雲市議会
（ケーブルテレビによる議会広報番組）

最速
最新

ケーブルテレビを視聴できない方は、
こちらからご覧ください。
※過去の放送分も配信していますので、
見逃し視聴にもどうぞ。

傍聴のご案内、請願・陳情の提出方法
など
＊動画の視聴は無料ですが、パケット通信料
等については視聴者の契約内容によります。

議会の結果を、
速やかに

お知らせします。
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